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⿂粉の価格⾼騰で養殖漁業に痛⼿ ペルーがカタクチイワシ（アンチョビ）を禁漁に 
 
ペルーがカタクチイワシ漁を資源保存の⽬的から禁漁とした。そのため、カタクチイワシよ
り製造される⿂粉の価格が⾼騰している。そればかりか、⽇本へのその⿂粉の輸⼊量が減少
しているとのニュースである。⿂粉は⿂養殖の飼料である。 
 
本⽇の⽇本経済新聞によると、マグロを１キロ⼤きくするのに 15 キロのイワシやサバなど
が必要とある。さらに、養殖コストの６~７割がエサ代であると。この記事からすると、養
殖マグロの価格が⾼騰することは必⾄である。 
 
⼀昨⽇のブログにおいて、右
の表を⽰した。マグロを育て
るには、⽜⾁を⽣産するのと
同じくらいの飼料が必要なよ
うである。 
 
従って、マグロをあきらめて
イワシやサバで⾟抱すればよ
り多くの⼈⼝を養えるようになることは確かである。⽂明が進歩すると美⾷家が増えると
いうのは歴史の真理かもしれないが、エコの観点からは加⼯度の低い⾷品をおいしくいた
だく努⼒をすることが王道であろう。 
 
なお、カタクチイワシはもう 50 年以上前の⼩学校か中学校の授業で、「ペルーからのアン
チョビ、肥料」とならった覚えがある。昔は⽥畑にすき込んで肥料として⽤いていた。それ
が今では⿂の餌に変⾝した。 
 
 
カタクチイワシ科（Wikipedia） 

ニシン⽬に属する科の⼀つ。総称的にアンチョビ（英語 anchovy）と呼ばれる。イタリア
語でアッチューガ acciuga （複数形はアッチューゲ acciughe）、フランス語でアンショワ 
anchois。⽇本では特に塩蔵品にした⾷品を指すことが多い。 

⾷⽤以外に肥料や飼料としても使⽤され、粉状に加⼯したものは⿂粉やフィッシュミー
ルとよばれる。煮⼲しや⿂醤も⽣のアンチョビを使って作られることがある。 



 
 
 


